
（様式３） 事業所名

目標達成計画 作 成 日 平成 27 年 2 月 12 日

【目標達成計画】　

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目　　　標

1 33

　重度化した場合や終末期のあり方について、
その都度、かぞくと相談し、方向性を決めてい
る。看取りの経験が少ないため、週末期のあり
方について情報共有しなければならない。

ご利用者様の終末期について全職員で共有の
ケアで対応する。

12 ヶ月

2 35

　年２回夜間想定の総合避難訓練を実施してい
るが地域の方もふまえ、本番火災をイメージす
る等し、いろいろなケースを試しながら行なって
いる。

　全職員が避難時の役割をシュミレーションが
できて、動けるようになる。

12 ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組
む具体的な計画を記入します。

たかのすケアセンターそよ風

　定期的に避難訓練を行い、それ以外でも、机上
訓練を取り組んでいく。

目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

　家族、医療の連絡内容に対して誰でも対応でき
るように各書類内容の徹底。緊急時の連絡先（家
族、職員、医療）の把握。

秋田ハッピーライフセンター


